
区

22 2 2
3 参加者総数

災害時安否確認システム
アマチュア無線
特設公衆電話設置訓練

段ボールベッド組立訓練
○ 外国人対応訓練

負傷者トリアージ訓練
負傷者搬送訓練
津波避難対策訓練
拠点代替施設訓練

○ 要援護者対策訓練
福祉避難所との連携
補充的避難所との連携
ペット同行避難訓練

避難者受付の設置 デジタル移動無線機の使用

別添4

避難所開設・運営訓練　実施結果報告書
港南

防災拠点名 笹下中学校 実施日 令和３年10月２日（土）

責任職氏名

 訓練実施項目
【避難者受入】 【情報受伝達】

 訓練参加者数（単位：人）
消防署

避難者カード記入 〃（子機の使用）
避難者カード集計 情報発信拠点訓練

特定小電力トランシーバー
【避難生活訓練】 【救助資機材取扱】 【その他の訓練】

組立式トイレ設置 エンジンカッター説明 男女のニーズの違いに配慮した拠点開設運営スターター
キットを活用した訓練

パネル式トイレ設置 エンジンカッター切断訓練
下水道直結式トイレ設置 レスキュージャッキ説明
応急炊飯訓練 レスキュージャッキ救出訓練

避難生活体験宿泊訓練

緊急給水栓 発電機（ガソリン）説明
災害用地下給水タンク 発電機（ガソリン）取扱
受水槽からの応急給水 発電機（ガス式）説明

【避難生活スペースの区割り】

児童・生徒
区役所

消防団
運営委員

その他
学校教職員（連絡調整者） 学校教職員（連絡調整者除く）

29区民
拠点動員者

食料・物資の配布 発電機（ガス式）取扱
夜間対応（照明）訓練

「男女ニーズ（女性の更衣室・授乳室の設置方法）」
※スターターキットを用いた場合を除く

「要援護者用区割り」（実施方法の記入）

【拠点動員職員への教育内容】

「区割り方法」（実施方法の記入）

HUG訓練 ＤＩＧ訓練 クロスロード訓練

【図上訓練】



令和３年度 拠点防災訓練 ふりかえり 
実施⽇ １０⽉０２⽇ ９︓３０〜１１︓３０ 

南桜町内会・南台町内会・中の丸上町会 
拠点名  笹下中学校 

 

拠点防災訓練 実施要項 
実施⽇ 令和３年１０⽉０２⽇（⼟） 9:30〜11:30 
会 場 笹下中学校グランド・防災倉庫・プール 
⽬ 的 防災の意識のよびさましと地域防災拠点の運営の実態の意識をあらためて認識する。ただし、

コロナ禍ということを考慮し、運営委員中⼼のスキルアップを中⼼にした訓練内容とする。
訓練参加者 ２９名（運営委員 22 名 区役所２名 学校２名 講師３名）

拠点防災訓練 内容 
拠点運営時のはまっこトイレの運⽤の実体験 

はまっこトイレの運⽤時の注意事項の確認 笹下中学校プールからの取⽔実務体験 

集合 仮設トイレの構造 

説明 仮設トイレ備品確認 

蓋の開放体験 貯留弁開放実習 



 
笹下中学校プール確認 

 

取⽔ポンプ設置実習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パーテーションテント確認 

 

 

 

 
 


	様式



